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実力主義のベンチャー支援組織

ドットコムバブルの崩壊以降、ITベンチャーにとっては厳しい状況が続いている。だが今、日本

のビジネスの中心地、丸の内で興味深いベンチャー活性化プランが立ち上がっている。三菱地所

が中心になって立ち上がった「丸の内フロンティア」がそれだ。これまでのベンチャー支援プログ

ラムとはひと味違う「オトナのスタンス」でベンチャーを支援するこのプロジェクトの全容をここ

にレポートする。

取材・文：野辺名 豊＋編集部
Photo : Nakamura Tohru

三菱地所が丸の内エリアの活性化を目的に、元

気ある良質なベンチャーを誘致するために立ち

上げたプロジェクトが「丸の内フロンティア」

なのだ。そこがベンチャーが自由に集まったシ

リコンバレーやビットバレーと質を異にする点

だが、それだけにベンチャーにとっては魅力あ

る数々の「インフラ」が用意されている。

その最大のメリットは単にオフィスが用意さ

れたり、出資が受けられたりするだけでなく、

会社経営の指導や、戦略プランニング、監査、

ITインフラなどのサポートを上図のような通常

伝統企業が支援する
革新的な組織

「これまでの丸の内の企業といえば同じ業界

内での結び付きやルーティンの取引きが主で、

新しい企業との提携を開拓する動きが意外と少

なかった。しかし、最近では新規事業でのアラ

イアンスのニーズが高まってきたのです」この

プロジェクトの事務局窓口を務める三菱地所の

田中氏はこう語る。

そこで、丸の内エリアにビルを多数所有する

ではベンチャーが依頼しがたい名だたる企業か

ら受けられる点だろう。もちろん出資やオフィ

ス賃料の優遇策などもある。丸の内は基本的に

他の場所より賃料が高くベンチャーにとっては

負担だが、たとえば三菱地所では入居時の賃料

は安く押さえ、企業成長時に差額を返しても

らうなどの優遇策を用意している。また、NTT-

MEやNTTドコモのようなメンバー企業と直接

ビジネスで結び付く可能性も期待できるほか、

日本を代表するような丸の内の企業との取引や

交流も期待できるという。

支援までのフロー
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三菱地所株式会社
ビル事業本部ソフト事業推進室
主事
田中克徳氏

出資・経営指導

プライス・
ウォーターハウス・
クーパース

戦略プランニング

東京海上
キャピタル

投資

JPモルガン

投資
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なお、これらの支援はすべてのメンバー企業

が“セット”になって行うのではない。たとえ

ば監査をメンバー外の企業に頼むこともできる

し、ケースごとの必要性に応じてメンバー企業

のうち2社か3社だけが支援するという場合も

ある。有機的かつ流動的な“オトナのビジネス

マン同士のアライアンス”というイメージだ。

こうしたメリットがあるゆえに、支援対象と

なるベンチャーは専門家の目で「審査」される。

どんな会社でも無条件に支援されるわけではな

いが、ホームページから申込んでビジネスプラ

ンをプレゼンテーションする機会はオープンなの

で、そこで評価されれば晴れて支援を受けられ

るというわけだ。また、それ以外にもメンバー

企業の1社から推薦を得て他のメンバー企業に

紹介されることもある。こうした発想が出てき

たのは、丸の内というブランドイメージを確保

するのと同時に「シリコンバレーのように成功

する企業はわずかという形にはしたくない」と

いう思いがあるからだろう。

そういう意味では丸の内フロンティアではIT

バブル後の、現在のビジネスシーンを反映した

発想が織り込まれているのも興味深い。その違

いの1つは明らかに大企業を意識していること

だ。日本の大企業に勤める社員の優秀性は昨

今多くの専門家が指摘している。ベンチャーの

対象としては大企業のスピンアウト組が経営者

である企業を明確にターゲットにしているし、

丸の内という町でこういうプロジェクトを立ち

上げるのも冒頭の言葉にあるとおり既存の大企

業の優秀な人材を刺激するためだ。

2つ目は“審査”というフィルターにより、

ITバブル期に見られた安易にキャピタルゲイン

を目指すようなベンチャーではなく、コアな技

術やサービスを持った企業が集まりやすいとい

うことだ。実際、一部のB2C系のベンチャーの

なかには収益性に不安なところもある。いっぽ

う丸の内では特に大企業とのB2B取引や規模

の大きい金融系のサービスなども意識した“実

業”を重視しているところが異なるだろう。

それでは、次のページからはメンバー企業へ

のインタビューをとおしてベンチャーに提供され

るさまざまな支援の内容を紹介していこう。

www.marunouchi-frontier.com
支援を希望するベンチャー企業はこのウェブから事業プラ
ンをフォーマットに記入して申し込んだのち、投資会社の
審査を受けることになる。

NTT-ME

技術支援

NTT-X

CASTI

技術支援

技術支援

技術支援

トーマツ

監査

アンダーソン・毛利

法務

三菱地所

オフィスソリューション

NTTドコモ

オフィスソリューション

ベンチャー企業
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268 INTERNET magazine 2001/8 ハンズオン（hands-On）：ベンチャー企業に対して、ただ資金を投資するだけではなく、経営にも積極的に関与する投資スタイルのこと。将来性のある有望企業を発掘したあと、収益
を上げられる状態まで経営にも参画しながら支援する。顧問や役員を派遣することも多い。
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ベンチャー企業にとって、常に最大の悩みは資金

面。丸の内フロンティアではどのようなファンド

が考えられているのだろう。

当社ではこの3年間で合計21社に投資して

いますが、そのうち3分の1程度がIT系です。

当社の場合大きくわけると、5億から10億円単

位の大口投資とIT企業向けにフォーカスした、

それよりも規模的には小さい「IT2000」とい

う2種類のファンドがあり、丸の内フロンティ

アではこの「IT2000」からの投資が多くなりそ

うです。すでに丸の内フロンティアとしては

ADSL関連など3社への投資が決まっています。

そのうち2社は従業員10人程度の若い会社で

す。ただ、基本的にはファンドの出資者へのリ

ターンがなければなりませんから、出資するに

はそれなりの“基準”を設けています。実際、

“丸の内”という地域として一定のステータスは

確保したいので、丸の内フロンティアとして支

援する企業は当社かJPモルガン、あるいはプラ

イスウォーターハウスの3社いずれかの出資を受

けることになります。企業の成長度、信用度を

ベンチャーキャピタルが審査するわけです。

なお、当社は資本、財務面でのアドバイスだ

けでなく、人材紹介や事業提携、事業計画策

定のアドバイスまで経営陣と一体になって行う

“ハンズオン”型の投資スタイルです。投資先

の経営状況を見るためにも役員派遣か経営会

議に出席する契約を結びます。人的な交流が

より密接に行われるわけです。その点で“投資

先が同じ丸の内にある”という地理的なメリッ

トは大きいですね。また、付き合いのあるベン

チャー同士を結び付けて新たなビジネスを創造

する機会もあるかと思いますが、これも、密接

な“ハンズオン”でかかわっているからこそで

きることだと考えています。
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事業を開始して間もないベンチャーには監査は必

要ないように感じるかもしれないが、企業の将来

的な価値を高めるのには必須のことなのだ。

「丸の内フロンティア」のなかでは、コンサル

ティング会社などがベンチャー経営の“効率性”

を支援するのに対し、監査法人はその“信頼

性”を高める役割を担っています。従業員が

1、2人の企業なら、監査が必要な場面という

のは少ないかもしれませんが、丸の内フロンテ

ィアのベンチャーはすでに投資会社による審査

というフィルターがかかっているだけに、IPO

（新規株式公開）を考える段階にあるケースも

少なくありません。また、丸の内のベンチャー

は全般的に、大企業からスピンアウトした経営

者であったり、年齢層も高かったりすることが

多いでしょうし、取引金額も格段に大きい大企

業相手のビジネスをターゲットにする場合が多

くなると思われます。そうした場合の信用を作

るためにも監査は重要です。弊社は新規株式公

開における監査のシェアでは16年間ほぼ1位を

維持しているという実績がありますし、内容も

厳しいです。弊社の監査証明は投資家に対し

ていい材料になるでしょう。

ベンチャーに対してはあくまで短期的に収益

を挙げるというより、成長の土壌を作るという

スタンスで接しています。われわれは監査法人

なので、投資やストックオプションを受けての

支援が法的にできないということもありますが、

それよりもやがて正規の値段で仕事（監査）が

できる将来の顧客に育成することが大事だと思

うからです。そうしたなかで、ベンチャー経営

者からメンタルな部分で頼られるような関係を

築いていきたいですね。将来のビジョンがなく、

頭の中にキャピタルゲインしか考えていない企

業はあまり支援したくはないですが、いわゆる

アイディア優先の企業であっても経営者に魅力

があれば支援していきたいと思っています。

監査法人トーマツ
東京事務所　トータルサービス
社員　公認会計士
北地達明氏

東京海上キャピタル
マネージングパートナー
山本悟氏

投資のプロセス

東
京
海
上
キ
ャ
ピ
タ
ル

・資金

・資金、財務戦略のアドバイス
・成長を加速させる事業提携などのアドバイス
・法務、会計、税務面でのアドバイス
・独自のネットワークを活用した人材紹介
・成長パターンにつながる事業計画策定のアドバイス
・東京海上グループによる各種サービスの提供
・ハンズオン

ベ
ン
チ
ャ
ー

資金だけでなく2人3脚で経営に関するタイプの投資を行う。

トーマツのサービスイメージ

・投資家の信用アップ
・大企業との
ビジネスチャンス
・会計ノウハウ

将来のクライアント

大
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業
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の
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丸の内
フロンティアの
ベンチャー

株式公開
企業として成長

トーマツ
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INTERNET magazine 2001/8 269インセンティブ：「扇動的な、刺激的な」といった意味を持つ英単語（incentive）。そこからビジネスにおいては、ストックオプションのような従業員のモチベーションを高めるための制度
のことを「インセンティブプラン」と呼ぶ。

IT系ビジネス専門のコンサルティング企業による

サービスが受けられるのも丸の内フロンティアなら

ではのメリットだろう。

当社では以前からeビジネスに特化したコン

サルティングを行っており、昨年7月にはベン

チャーを対象に支援を行うための施設である

「恵比寿ジャンプスタートセンター」をビル内に

設け、ベンチャーの発掘と育成に努めてきまし

た。これまでは問題が発生したときだけ“医者”

のように相談に乗るコンサルティング会社も多

かったと思いますが、弊社では優良なベンチャ

ー企業にはスタートアップの段階から一緒にビ

ジネスを作るという緊密な関係を築くのが特徴

です。そうしたところが丸の内フロンティアに

誘われた要因の1つではないでしょうか。

当社はeビジネスのソリューション提供を中

心としていますので、ベンチャーに戦略的なア

プローチを示し、経営者自身も気づいてないよ

うな価値を提案する「事業計画書策定」を行

うことが比較的多いです。ベンチャーは管理部

門の構築のような雑務に時間を割くべきではな

く、自身のコアコンピタンスに注力するべきだ

と思います。それ以外のたとえばITやら経営学

的な部分はこれまでにわれわれが蓄積したさま

ざまな知識や経験に基づくアドバイスを提供し、

それによってベンチャーにとってもっとも大切な

「時間」を節約してビジネスを加速させるのが

われわれの仕事だと思っています。そのために

も地理的な集積効果は見逃せません。たとえば

顧客企業に問題が起こったとき、電話をもらっ

てすぐに駆けつけられる距離にあれば臨場感を

キープしたまま話ができます。経営感を共有す

るにはこうしたフェイス・トゥ・フェイスの関

係も重要なのです。また、近くにいるからこそ

ベンチャー同士を引き合わせての新ビジネス創

出もしやすいのです。そういう意味でも丸の内

フロンティアなら、顧客緊密性の高いサービス

を実現できると思います。

プライスウォーターハウスクー
パースコンサルタント株式会社
ベンチャー＆ニュービジネスサ
ポート事業部
シニア・ディレクター
中島和彦氏
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法務支援では世界中の法律事務所との提携によ

り、ワールドワイドな視点を持った専門家の総合

的な知識を活用できる。

たとえ丸の内フロンティアの支援を受けるこ

とが決まったとしても、法律顧問や法律相談に

当社を使わなければいけないというわけではあ

りません。しかし、IT系のベンチャー企業の場

合、法務関係の顧問は比較的小規模な事務所

であることが多いため、そうしたところではサ

ポートしきれない案件が出てきがちです。著作

権や知的財産権の問題はもちろん、財務や労

務などの面でも深い専門性が問われることが多

いからです。合併したらストックオプションが

どうなるのか、あるいは日本の大企業にはない

インセンティブのある雇用形態を創造しようと

する場合、商法や労働法との整合性をどうす

るのかなどといった特殊な問題が出るからです。

また、グローバルな案件も今後は増えるでしょ

うから国際的なセンスも必要です。ソフトウェ

アのライセンス契約をインターネットで国境を

越えて行う場合や外国のVCから出資を受ける

といったケースでは語学力も問われます。

実際の案件解決では、いろいろな選択肢の

なかから、経営者やベンチャー企業自身がどの

ような考え方をしているかということに合わせ

てプランを選ぶことが多いので、私自身、相談

を受ける経営者と何度も直接お会いするように

しています。法律のテクニックではなく、経営

者の理念や社風が最終的には一番重要なので

す。その意味でも同じ丸の内に事務所があると

いうことはきっとプラスになると思います。

コ
ン
サ
ル

ティ
ン
グ

アンダーソン・毛利法律事務所
パートナー弁護士
吉村龍吾氏
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多様化するビジネスのなかでそれぞれの事業知識の深い弁護士にアクセスできる。

ベンチャー企業のステージ別サービス

・ビジネスプランニング支援
・営業、マ－ケティング
支援
・オフィスインフラスト
ラクチャーサービス

・経営戦略コンサルティング
・ビジネスプロセス
・制度コンサルティング
・スタッフ業務
アウトソーシング

・株式公開プランニング
・戦略コンサルティング
・プロセスシステム
コンサルティング

サービスイメージ

総合サービス

M&A 資本政策株式公開 労務インセンティブ知的所有権グローバルな取引

ベンチャー

担当弁護士

専門弁護士A 専門弁護士E

創業期 成長期 企業価値拡大期

専門弁護士C 専門弁護士D専門弁護士B
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270 INTERNET magazine 2001/8 キャリア：回線とそれに関する設備を所有する通信事業者全般。NTTやKDDなどの第一種通信事業者のことを指す場合もある。

IT系のベンチャーを意識してインターネットイン

フラもすべてのビルに高速な光ファイバーが用意

されている。

丸の内フロンティアにおける新しい企業の交

流やビジネス創造を支援するためには、当然IT

インフラが必要です。そのために三菱地所と丸

紅が共同出資して6月から事業を始めたのが丸

の内ダイレクトアクセス株式会社です。これは、

大手町、丸の内、有楽町エリアにある約80棟

のビルのオーナーの協力を得て各フロアーまで

光ファイバーを敷設することで、ビルの入居者

に高速インターネットインフラを提供するもので

す。すでに丸の内エリアにはNTTやKDDをは

じめ、MCIワールドコムなど多くのキャリアの

光ファイバーが敷設されていましたが、ビル内

に引き込むには行政の許可やビルオーナーとの

交渉が煩雑なため、各ビルへのインフラ導入は

遅れていました。しかし、同社がこれらを一手

に引き受けることでこの問題を解決できたので

す。しかも通信センターに各キャリアの線をす

べて集めることにより、ビルの入居者は自社の

ニーズに合わせて複数のサービスのなかから自

由に選んで簡単に使えるようになったのです。

つまり、同社が各キャリアと入居者の橋渡しを

しているわけです。これはもちろん三菱地所が

保有する約30棟のビルだけでなく、他社のビ

ルも対象にしています。こうしたインターネッ

トインフラを提供することで丸の内エリア全体

の価値を高めることを目指しているのです。

丸の内の地下にある洞
道に敷設された光ファ
イバー（下）と、通信
センターに集められた
幹線（上）。一見細く
見えるこの線で丸の内
のすべてデータ通信が
行われる。

黄色で囲まれた部分が有楽町、丸の内、大手町に敷設された光ファイバーのエリアマップ。

通信センター内には変電設備も
完備されている（左）。右は通信
センターに集線した各キャリアの
幹線光網から4芯のファイバーで
各ビルに分岐しているところ。

三菱地所株式会社
ビル事業本部
ソフト事業推進室参事
藤井宏章氏
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ダイレクトアクセスのサービスイメージ

ネットワークイメージ図

大手町、丸の内、有楽町地域

各キャリアの光ファイバーはいったんすべて通信センターに集められてから各ビルに分岐される。

テナント
（利用者）
ビル

テナント
（利用者）
ビル

テナント
（利用者）
ビル

通信センター

他事業社の通信センターなど

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 2001/8 271IMCS（インクス／In buiding Mobile Communication System）：携帯電話のネットワークをビル内に専用線で引き込み、各フロアにアンテナを設置することでビル内でも高
品質な通話を行うためのシステム。

モバイル技術を活用することで、ベンチャーのニ

ーズに合致した新進的なオフィスソリューション

が実現できる。

丸の内フロンティアに加わったきっかけは、

三菱地所との間でモバイルインテリジェントオ

フィスに関する研究会を持っていたことです。

ご存じのとおり、最近ではビジネスマンが社内

ネットワークの端末としてiモードを使うケース

が増えていますし、モバイルオフィスの普及な

どで仕事のスタイルも変化しています。だから、

そうした弊社のモバイル技術を活用することで

ベンチャーに効率的なオフィスソリューション

を提供できるのではないかと考えたわけです。

たとえば、ビル内でも外部との通話やデータ

品質を保障するための「IMCS」やPHSによる

社内内線環境「Passage」、社内ネットワーク

用の無線LANといったインフラを整備すること

で固定電話を導入するよりも安いコストでオフ

ィス環境を構築できます。ベンチャーは成長に

応じてオフィスを移転する機会も多いでしょう

から、モバイルを中心とした環境のほうが移転

やレイアウトの変更も容易にできるでしょう。

また、モバイル中心のオフィス環境なら社外

で仕事をする場合でも、その場所に応じて最適

な接続手段に切り替えながら使うことで、社内

にいるときと大差なく社内リソースを活用しや

すくなります。こうしたベンチャーのニーズに合

致しやすい新しいワークスタイルの提案やシス

テムソリューションなどの提案をするわけです。

また、弊社のモバイルで培った技術と経験から

ベンチャー企業にアドバイスすることもできるで

しょう。もし、弊社のモバイルビジネスとのジ

ョイントや相乗効果が期待できるベンチャーが

登場すれば、いまはまだありませんが、将来的

にはタイアップもあり得ると思います。

ベンチャーの
視点で捉えた
丸の内フロンティアの
メリット
われわれ自身が丸の内フロンティアに入るベ

ンチャーの1つですが、一方では、どのように

企業やビジネスマンの交流を活発化させるか、

丸の内をどう活性化するかという三菱地所が主

導する「インタラクションプロジェクト」とい

うソフト面での支援もしています。

ビットバレーに代表されるように、これまで

にも企業交流という場はありましたが単なる

“名刺交換会”で過ごすだけで何も創造しない

参加者も多かったわけです。これに対して「イ

ンタラクション」とは、企業やビジネスマンが

お互いに刺激し、誘発しあい、新しいビジネス

や価値を常に生み出していく状況を意味します。

そのためには、参加する各々のプレイヤーが自

らのコアとなる「こだわり」を持っていること

が重要です。オンリーワンとオンリーワン、エ

キスパートとエキスパートがぶつかることを仕掛

けることで、新しいものが生まれるわけです。

そういう状況を生み出すベースとなりうるの

が丸の内フロンティアです。ベンチャーはコア

の部分では大企業をしのぐ強みがありますが、

組織や販路の点ではハンデがあります。最近は

ベンチャーも自社だけでは勝負できないことが

わかっているので、自分の強みを生かしつつ他

社との提携やネットワークを作ることで、総合

力を高めることが大事になるのです。丸の内フ

ロンティアでは大企業とベンチャー、それぞれ

のオンリーワンがマッチングされることにより、

まったく新しいビジネスの創造が見込めるでし

ょう。そのへんが、従来の資金を提供するだけ

のベンチャー支援とは異なる魅力だと思います。

なお、支援するベンチャーを事業面、将来性

などでフィルターにかけ、抽出するのは「イン

タラクション」を生み出すうえでの重要なファ

クターです。こうして個々の企業の特性や長所、

オンリーワン的な部分に関して深く理解するこ

とが企業同士を紹介し、互いの強みを結び付け

るためには必要なことだと思います。われわれ

は渋谷の街でクリエイターと企業を結び付けて

事業を起こすというビジネスを展開してきまし

たが、そのノウハウを丸の内フロンティアでも

展開できればと考えています。

株式会社NTTドコモ
法人営業本部サービス部
ビジネスユニット担当部長
紺野正次氏

株式会社レゾナンス
代表取締役社長
近藤正純・ロバート氏

マッチングは双方の客観
的な条件を結び付ける
だけのものだが、インタ
ラクションプロジェクト
は参加者の長所や特性
を深く理解したうえで、
有機的に結びつけるレ
ベルまで要求される。
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